
 

               

 

 

 

 

秋季特別展 

「表千家とわかやま―紀州藩における交流―」 
 

紀州徳川家の保護を受け発展してきた表千家の茶道。 

本展覧会では、表千家と和歌山との関係を、 

紀州藩主や藩士との交流から紹介します。 

 

 

○ 展覧会名称   秋季特別展「表千家と和歌山―紀州藩における交流―」 

○ 会   期   令和４年１１月５日（土）～１２月４日（日） 

（休館日：月曜日、１１月２４日（木）） 

○ 開 館 時 間   ９時～１７時（ただし入館は１６時３０分まで） 

○ 入 館 料   一般大学生：５００円  高校生以下：無料 

          ※和歌山市が発行する老人優待利用券をお持ちの方は、本人のみ無料 

          ※団体（２０人以上）は２割引 

          ※１１月１９日・２０日は「関西文化の日」にちなみ入館無料。 

          ※１１月２２日は「和歌山県ふるさと誕生日」にちなみ入館無料。 

○ 会   場   和歌山市立博物館 ２階特別展示室 

〒640-8222 和歌山市湊本町３－２（電話 073-423-0003） 

 

○ 展 示 解 説   １１月２３日（水・祝） １４時から１時間程度 

 

○ 講 演 会    

①１１月１３日（日）「紀州徳川家・尾州徳川家の御茶道職の変遷と特色」 

            講師：水野荘平氏（愛知学院大学非常勤講師） 

  ②１１月２６日（土）「江岑宗左、和歌山へ」 

            講師：山下奈津子（当館学芸員） 

  時  間：各回１４時～１５時３０分 

  定  員：各回８０名（事前申込制） 

  場  所：和歌山市立博物館 ２階 講義室 

  申込方法：往復はがき・メール 

住所・名前・電話番号、「○月○日講演会希望」と明記のうえお申し付けください。 

       （はがき）〒640-8222 和歌山市湊本町３－２ 

            和歌山市立博物館 特別展講演会係 

       （メール）hakubutsukan@city.wakayama.lg.jp 

            件名に「特別展講演会参加希望」 

        ※１通の応募につき 2名まで。 

  申込受付：１０月１８日（火）から開始。（それ以前の申込は無効） 

担 当 課 文化振興課 博物館 

担 当 者 山下・前田 

電    話 073-423-0003 

資 料 提 供 

令和４年１０月１８日 

偕楽園焼 加賀光悦写茶碗（和歌山市立博物館蔵） 



主な展示資料 

 

表千家お家元の茶道具を展示 

桑原
くわばら

茶碗
ちゃわん

（表千家不審菴蔵） 

 

表千家６代・覚々斎
かくかくさい

（1678～1730）が、享保８年（1723）に時の将軍・徳

川吉宗から拝領した唐津焼の茶碗。唐津藩主から将軍家に献上された茶碗

で、桑原権
くわばらごん

左
ざ

衛門
え も ん

によって遣わされたことから「桑原」の銘がついた。 

 

この茶碗のほか、表千家の家元伝来の茶道具や古文書を展示します。 

 

 

江岑宗左の紀州藩での活躍を示す資料を展示 

留帳（寛文８年／和歌山大学紀州経済史文化史研究所蔵） 

 

紀州藩で家老を勤めた三
み

浦
うら

為
ため

時
とき

（1609～76）の日記。寛文８年（1668）

３月 2 日の項目には、紀州徳川家初代・頼宣
よりのぶ

（1602～71）に表千家

４代・江
こう

岑
しん

宗
そう

左
さ

（1613～72）が茶を献じたことが記されている。 

 

江岑宗左が寛永 19 年（1642）に紀州徳川家に出仕して以降、江戸時代を通じて表千家は紀州徳川家に茶道

を指導する役割を担います。紀州藩の家老の日記から、これまであまり知られてこなかった晩年の江岑の紀州

藩での活躍を紹介します。 

 

新収蔵資料を展示 

 

徳川
とくがわ

治
はる

宝
とみ

筆 牡
ぼ

丹
たん

図 

（和歌山市立博物館蔵） 

 

紀州徳川家 10 代・治宝

（1771～1852）の描いた牡

丹の図。落款
らっかん

から、治宝が

従三位
じゅさんみ

だったころ（1783～

1816）の作品とわかる。牡丹

の花々が緻密に描かれてい

る。 

 

吹上菊香合
ふきあげきくこうごう

 

（和歌山市立博物館蔵） 

 

全面に金泥
きんでい

が施
ほどこ

され、蓋部には白菊が胡
ご

粉
ふん

の置
おき

上
あげ

で描かれた香合。永楽家
えいらくけ

10 代・保
ほ

全
ぜん

（1795～1854）

の作。底面の「永楽」、蓋裏の「河
か

濱
ひん

支流
しりゅう

」の印は

徳川治宝から拝領したもの。 

 

近年、和歌山市立博物館に収められた資料のうち、 

徳川治宝や茶道に関連するものを公開します。 






